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E. Dickinson :“Because 1 could not stop for Death-"の現代性

後藤贋文

I 

“Because 1 could not stop for Death-" (712)はE.Dickinsonの詩の中で最も有名な詩の一つで

あるが，その理由は詩の逆説的な構造とその内容にあると言える。死によって得られるはずの神の王国

がなかったというこの詩の内容を支える逆説的比聡が，喜びから深い悲しみへと突き落される話者の微

妙な心理を浮彫りにするのである。またこのような比験のみならず，言葉に含まれるさまざまな意味を

逆説的に用いることによっても話者の喜ぴと不安と悲しみが描き出されている。更にまた象徴的な言葉

使いによってこの詩を奥行の深いものにしている。殊に詩中最も難解な崩壊した墓の描写は，神の不在

を象徴的に表すもので，話者の驚がくの様子を鮮明に伝えると共に，やがて襲い来る深い喪失感にさい

なまれる話者の心の傷の深さを認識させるのである。このようなみごとな詩的技巧が詩中縦横に駆使さ

れ，それによって話者の心理のひだが描写されるのである。特に冒頭の比喰の使い方には17世紀英詩人

John Donneを想わせるものがある。死への旅立が恋人とのドライブで表されるこの比開設は，死は恐

ろしいものという認識を持つ我々に意外な感じを与える。恋愛はまさに生の喜びそのものを表すもので

あるにもかかわらず，死の喜びの喰えとして使うこの比聡の逆説の妙味に新鮮な驚きを覚える。死は生

以上に生であることを描ごうとする比聡である。これはいわゆる conceItに属するものと言えまう己今

述べた比開設に見られる逆説は詩全体の構造と内容に及ぶものである。死によって永遠が得られると思っ

て死の旅に出掛けた話者の前にあるのは荒れ果てた墓でしかなかった。この墓の崩壊は神の王国のそれ

であり，神そのものの不在を告げるものである。これはキリスト教の死後の死生観の崩壊を暗示するも

のである。 19世紀のニューイングランド地方に文明の波が押し寄せ，‘theocracy'としての力を誇った

伝統的ピューリタニズムにかげりが見え始めた時代にディキンスンは生きた。そんな時代に逸早く神の

不在を察知した彼女の中に，詩人としての予言者的能力を見ると同時に，彼女の神不在の意識の中に

我々は現代を見ることができるであろう。現代の我々の置かれたひび割れた状況とは異なるが，個とし

ての自らの identityを探し求めなければならない現代人の悲劇を彼女も荷託わされていたのである。
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Because 1 could not stop for Death-

He kindly stopped for me-

The Carriage held but just Ourselves-

And lmmortality. 

層責

E 

(St. 1 ) 

文

死を日常のものとして認識しない我々は，この冒頭の 2行に驚きを感じると共に，背中に冷たいもの

を一瞬覚える。話者は死という重い現実を，こともなげにあっさりと言つてのける。この話者のさりげ

なさは，死後の永遠を約束してくれるキリスト教の死生観に基づくものだということが‘lmmortality' 

に示唆される。死は悲しみではなく喜びであるという考え方が導入され，死を喜びあこがれる話者の姿

が浮び上がり， i死」を恋人とする比除に我々は同意するのである。「死」は親切にもデートの誘いにわ

ざわざ話者のところに迎えに来た。馬車には「死」と話者の二人だけが乗り，心弾むドライブに出掛け

る。これは死への旅立の比聡であるが，死によって得られる永遠の生命へのあこがれが「死」を恋人に

喰えさせることになるのである。従ってもut just Ourselves'という表現から「永遠J(‘lmmortali-

ty') は擬人化されてはいるけれど，同乗はしていないと考えるべきであろう。第 4連で死後の話者が

花嫁姿に変身するように， i死」も「永遠」へと変るはずだ、からである。つまり「永遠」は「死」と二

重写しのように重なったもの，あるいは「死Jに影の如く寄り添うものと考えるのが妥当であろう。し

かし‘lmmortality'は話者に永遠の生命を与えるという重大な役割を荷なっているので明示されなけれ

ばならない。つまり mortality (死すべき運命にあるもの;生き物・人間)が死によって immortality

(永遠)となるという死生観を支える語だからである。さて次の連は二人のドライブの様子と恋人に対

する話者の気持が語られるのだが，冒頭の行には恋人たちの抱くいっ迄も一緒にいたいという願いが込

められている。

We slowly drove -He knew no haste 

And 1 had put away 

My labor and my leisure too， 

For His Civility-

(St亘)

デートの喜びを味わうかのように，二人を乗せた馬車はゆっくりと進む。‘sowly'‘drove'の/ou/

という二重母音の繰り返しが，心ゆく迄充分に楽しもうする恋人たちの気持を伝える。同じ行の

‘He knew no haste'には恋人の落ち着いた物腰のゆったりした様子，品の良さが表されている。 'His
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Civilty'は恋人が紳士であることを示す。これらの語句から「死」の優しい顔が浮び上がる。一方話者

の恋人に対する気持が特に‘putaway'によく表されている。恋人が迎えに来てくれたので，やりかけ

の仕事も遊ぴもそこそこに片付けて馬車に乗る。デ}トに誘われた話者のいそいそとした心が描き出さ

れる。この心理描写がこの比聡を生き生きとしたものにするのである。もちろんこれが死への旅立の比

聡であることは先に述べた通りである。‘Mylabor and my leisure'が生の営みの全てを表し，その

生を捨てる(‘putaway') ことになるからでもある。次にドライブ中に見る三つの風景が描かれる。

We passed the School， where Children strove 

At Recess -in the Ringー

We passed the Fields of Gazing Grain-

We passed the Setting Sun一

(St.ill) 

休み時間に校庭で遊ぶ子供たちの姿が実に生き生きと捉えられている。 /r/の頭韻が彼らの動きを

伝えてくれる。輪になって遊ぶ遊ぴとはどんな遊ぴであろうか。子供たちのあげる歓声が聞こえてくる

ようだ。次の‘Gazing Graiぜの畑はまさに詩人の眼が捉える風景であろう。‘Gazing'の対象は「死J

と共にいる話者である。この語は擬人化された‘Grain'の話者の死柑に対する驚きといぶかる様子とが

込められている。?な畑の‘Grain'(1麦」であろう)が二人の乗った馬車がゆっくり進むにつれて，

一様にその身を傾け凝視するのである。擬人化された「麦jは'Children'と‘Setting Sun' (後述する

ように老年を示す)の中間にあって生のさ中にあるものを表す。死を認識することはできても意識する

には程遠い時期にある。死という現実を眼の当りにしていぶかり，近寄り，驚くのである。生と死の対

比がくっきりと描かれると同時に，やがて麦も熟し地に落ちて死を迎えることを暗示しながら，風景

は‘Setting Sun'へと向う。「沈む太陽」は一日の終りを示すと共に二人のドライブが夕暮れに近づき，

やがて暗くなることを示唆し話者の死を暗示するのである。しかし‘Wepassed the Setting Sun一'

とはどういうことであろうか。「沈む太陽を追い越したJということは，二人の乗った馬車が太陽より

速いということ，即ち太陽が沈んで辺りが暗くなる前に暗闇に入ったことになる。これは第 2遠の

ιWe slowly drove'と矛盾することになるので，次の第4連の初めで‘Orrather -He passed Usー'

と言い直し，ゆっくりとドライブしデートに夢中になっている内に夕暮れとなってしまったという冒頭

からの比聡に沿う説明に変更する。しかし 'Wepassed the Setting Sunー'は単なる間違いではな

い。この句には話者の時間 (1死」は時間に支配されない)と太陽の刻む時間とは異なることが暗示さ

れているのである。 例えば“TheSun kept setting -setting -still" (692)では辺りは真昼なのに意

識の内部にある時間は沈み続ける。

The Sun kept setting -setting -stiU 

No Hue of Afternoon一
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the Vi 

From House to House 'twas Noon--

1) 

この詩

死にゆく

も

とはi主に 'The Sunヲ

を語る o ら

時間を表すが， 間と を利用して

されているのである。 i足って

ことができるのは，話者が意識の時間の中にいるからである。

第 3逮

問

J ミうようにドライブ中に

れている

いるが，実は臨終の床にある人が死の

シーンなので、ある。このことは 'We Dassed'の3

回もの繰り返しがflashbackの予法を思わせること守また三つの風景が全く異種のものから成り立って

いることによってもわかる。これ迄の比倫に沿って描かれた通常の時間が，次の連の死の場面を前にし

られゐのである。この意識の時間は本来無時間のはずの死後の世界に時間

る為 を我々 させるも る。この意識の存

合成すものである。さて 'Wepassed the SεSUl1ーヲを話者の意識の表白と

した三つの風景は務終の床にあって話者の脳裏をよぎる三つの VlSlOl1Sということになる。

こう考えればこの三つの VlS10nsがにわかに象徴的な意味合いを帯び、てくる。それぞれ 'Childr日正は少年

'the 

'Gr品in'{立青年期， 'S君 Sun'は老年期の象徴となろう。また二人のドライブが最終涛;ε

となっていることから朝。昼@

によってこの三りはそ

ことになろうし，更に 'the Fields of 

を表すことになる。いずれにせよ人，植物9

Grain' 

と

いう全く ることによってラスケールの大きな自然のダイナミズムを感じさせる。自

生命あるものはやがて滅んで行くという考え方がここにはあると
(5) 

ょう。だか も，やがては地に落ちて死ぬのである。確かに VoR Poll品kカ?言うよう

じて死を決意するのかもしれない。そのことが沈む太陽に暗示さ

を迎えるのである。

Or rath引一五日 Us 

The Dew3 drew and chill-

For only Gossamer， my GOWIト山

Tulle 

一人を追い越しやがて辺りは賠くなり夜を迎える o 'The Dewsうは夜露を示すと同時に死の

もある。それは先に引用した“TheSun kept s巴tting-setting -still" が証明している。
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The Dusk kept dropping _ dropping -still 

No Dew upon the Grassー

But on1y on my Forehead stopped-

And wandered in my Face一

(St.II) 

109 

‘The Dusk'は，‘The Sun'が話者の意識の比聡であったように，話者の意識が薄れて行くことの比

験である。外の世界は正午(‘ 'tisNoon') なので草の葉に夜露はない。しかし話者はやがて死を迎え

るので 'Buton1y on my Forehead stoppedー'という表現となる。従って‘Dew'は死の象徴である。

本詩でも寸heDews'は死の象徴として用いられ，死に際して話者の額に‘TheDews'が現れることを

述べたものである。これは“1like a 100k of Agony，" (241) の‘TheBeads upon the Forehead' 

(St. 1I， 1. 3) によってわかる。‘Beads'は玉を成す汗のことであり，苦問(‘Agony')の表れである。ま

た本詩の‘drew'は引用詩の‘wandered'と同じく，話者の額の汗が顔面を伝って落ちて行くことを表して

いる。‘quivering and chill'は話者の額の上にある「露Jの有り様を述べる語句であると同時に，死の

様相を冷・寒の感覚で捉えるものである。‘quivering'は‘chill'と共に使われて先ず「寒くて震える」と

いう意味を示す。この度膚感覚のイメージ (tacti1eimage)が‘theSetting Sun'に示唆された夜と死

と次の話者の着衣の薄さとを結ぶ。また‘quivering'は汗が顔面を伝って落ちる理由を説明する語でもあ

るが，玉を成す汗が震えるのは死に際して話者の顔に変化が表れることをも示唆する。例えば“A

C10ck stopped -" (287 )の 'Then quivered out of Decima1sー /Into Degree1ess Noon -' 

(St. 1I， 11. 3-4) では‘quivered'が生(少数)と死(無角度の正午)とを分ける働きをしている。本詩

の‘quivering'も同様に顔面の変化を示し，話者が生から死に至ることを暗示しているのである。この

変化は話者の着衣の変化を示唆する。生から死への変化を服装で明示しようとするものである。従っ

て話者の服装はドライブに出掛けた時のそれとは違うと考えなければならない。さて‘Gossamer'には

「蜘妹の糸・網Jゃ「薄布・薄織jの意味がある。前者から自の visualimageが浮ぴ，後者の意味を

重ね合わせると先ず経惟子が連想される。これは'TheDews'に象徴された死とその死に際して現れる

顔面の変化に沿う解釈となる。しかし更に詳細に検討してみると，花嫁の衣装が浮び、上ってくる。‘Gown'

について O.E.D.には‘… agarment fitting close to the upper part of the body with flowing 

skirts'(7kあり Websterでは '<theb仙 ~ and vei1-Ma，伽仰lle>匂f引用されている o 'Tippet' 

に関する O.E.D.の記述は経雄子を説明するのに相応しいものであるが，その中の“…forming part of 

the hood-dress，…勺いう記述は花嫁の被るベールという解釈の可能'性を示す。次のT山'でベ}ルで

あることカ苅尽らかとなるo 'Tulle'は‘A fine si1k bobbin-net used for women's dresses， vei1s， hats， 
(101 

巴tc.'と説明されている。この中の 16角編目レース織り」という記述が 'Gossamer'の「蜘妹の網J

の意味と重なり，薄いレース模様の服を着，ベールを被った話者の姿が露になってくるのである。

話者の永遠獲得への期待の高まりがこの花嫁衣装への変身となって表れるのである。この変身のテーマ

は“A Wife -at Daybreak 1 shal1 be一"(461)にも述べられており，‘Midnight'-' Daybreak'一
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ιSunris白 τコ は'Maid'-'Bride' _-'iNifeヲへと変身する。そして 'Sunriseラが'th巴

品nd と されて? つまり ιSavior'の ιWifぜになるという願いがうたわれて

は描かれない。それは「死jが話者の変身

ることとする。以上述べたこ

いる。しかしこの詩の「花嫁lから「妻j

ト る。こ

恋人としての「死」とのドライブという比聡のタライマックスを成すものであり，

りの話者の死を述べるものであると同時に 9 次のこつの速で描かれる死の重い現実を表すも

に関するこ重の解釈は，前に述べた恋人としての親切な優しい「死jと，まだ

な「死lの二菌性と重なり合っているのである。この冷酷な

「死」の姿が次の速の冒頭で暗示され，行を追って検討していく内に次第にはっきり現される。しかし

この「死|の本来の姿は第 3遠の 'He kn巴w no haste'にも密かに示唆されていたものである。この匂

という比磁の枠組の中で考えたので，品の良い優しい「死jの姿を表すものとし

守ことを知らないJのは急ぐ必要がないからである。人聞に対して絶対的な力を

「死」は話者に死を与えるのを急ぐ必要はない。ここに mortal;な存在の人間にとっての「死」の冷たい

え隠れしていたのである。話者が{憂しいと思っていた「死」がその仮面を脱ぎ捨てて冷酷な顔を

露にするのである。この[死一|の二重性は第 2連の最後で論じたドライプの比輸の二重性と共に，この

にかかわるものである。

!コefore a Hous巴 that seemεd 

of th巴 GWllnd-

I'he Roof was scarcely visi ble --

The Comice -in the Grollnd 
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もaHouse、の前に止まったまま幾世紀も過ぎたと話者はいうのである。恋人として「死Jと一体化す

ることによって「永遠」が得られると思った話者の期待はみごとに裏切られ，話者は ζaHouseフの前に

取り残されるのである。最終連である第 6連の初めの 2行の現在時制は冒頭のドライブに行き着い

L，話者の期待していた目的地とは違うことを物語るものである。前連で考えたように花嫁衣装は

死を契機とした話者の変身を表しー永遠獲得の準備を成すものであった。話者は花嫁姿のままでこ



こに取残さ

るいは

ぱ花嫁は

という
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ないのである。第 1連で「永遠Jを「死」と二重写しのように重なったもの，あ

く寄り添うものと考えたのは， r-永遠Jが話者の幻想、でしかなかったからである。

ることによって話者が花嫁に変身したように，実は「死Jも「永遠Jに変身しなけれ

になれないのである。「永遠」は幻影でしかなく， I死jは話者に死を与える

と親切という仮面をかなぐり捨て。恐ろしい顔をむき出しにして話者を裏切り

るのである o 'vVe'はもちろ と「死Jの二人を指す語であるが「死Jが馬車の止っ

世紀も一緒にいるとは考え難い。さて第 5速の 2行日以下は先ず‘A Swelling of the Ground -'と

いう表現を前速の服装に関する解釈の内の経維子を考え合わせると墓の描写だということがわかる。こ

の墓を表す 3行は第 3連の三つの VISlonsと同じく話者の意識の眼によって見られたものであるが，明

確なイメ…ジを呼ぴ起こした三つの vlslonsに比べて，この V1SlOllは抽象的である。その原因は墓を

i家」の比輸で語ることにあるのであろうか。「家」だから「屋根J(‘Roof')があり「軒蛇腹J

('Cornic叫があるのだが， 'The Roof was scarcely visibleーとは具体的にどういう状態を言う

のであろうか。さまざまな解釈が可能で、あろう。 例えば「屋根」をひつぎのふたと考え，墓が何らかの

理由により破壊され内部のひつぎのふたがわずかに見える visible') とすることもできょ

う。しかしごの解釈?は墓の破壊という事実しか我々には伝わって来ない。確かに 'scね℃巴lyvisible' 

しているが，その原因を探ることによってこの 3行の持つ意味がより深いものとなる。

|屋根Jを倒れた墓石と考えると，墓の崩壊とその崩壊が相当長い年月に及んで、いるということがわか

る。 国に S.C旦rneronは“@・・ the grave'" with the tombstone lying flat against the ground 

一"と明言している。墓の上に立っていた墓石が倒れ，やがてその墓が年月を

土の中に埋ずもれ of the Ground -') ，その墓石も話者にはほとんど見えない

のである。R.Weisbuchは 'The cornice IS the graveston巴， the roof is the coffin lidいー?と

っている。これを敷えんすれば墓石は完全に池に埋ずもれ墓石の倒れた際の衝撃によるものであろう

それとも長い年月の風化作用の結果であろうか，墓の内部のひつぎがわずかに見えることになる。

こう考えればこの墓の荒れ果てた様子が先の解釈以上に強調されることになろう。ところで前連で話者

の死を見でき

詩の逆説を

この墓が新しいものと予想するのであるがその期待は裏切られる。これがこの

し我々の眼を見開かせるのである。この逆説を理解するもう一つの鍵が墓の比廠の

ιHouse'で、ある。墓は死者の眠る家と考えてよいが，前連のもう一つの解釈として考えた花嫁衣装を

着た話者の住む家でもある。死を境として花嫁となった話者が新しい生活を始める為の新しい家なので

ることによって「永遠Jが得られ，その新しい永遠の生命の生活の場としての

この l家」なのである。ところが新しい墓ーであるべきはずの墓か古い崩壊した墓であったよ

うに，この墓のよ1::1駄の[家」も古い朽ち果てた家ということになる。新しい生命への期待に胸を弾ませ

ていた話者がフこの崩壊した「家Jを前に呆然と立ちつくしているであろうことは想像に難くない。永

遠への期待は脆〈も崩れ去り，結局は幻想であったことをここで悟るのである。またこの「家jの比倫

られた墓の崩壊がかなり長い年月に渡って続いていることは前に述べた通りである。この長い年月

に渡るという時間の感覚が永遠の世界の象徴で、あるこの「家」の修援不能なことと，この「家Jの存在

の心理的遠さを ることになる。これが「それから幾世紀も経つ という話者の時間感覚に呼
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応、するのである。

も之主くこともできなこれ以上進むことも止

。これはまだに到j章、1るさを表す 'Centuriesヲある。11::っ

ることになる。更にまたこの

札それによっ

、，
」

を時間化させようとするも

ことは前に述べた。
、~

'-

されてはいても本来

く

を時間化するのである

21rのようにドライブに

、，

は抽

る。この 21子はこ

しミよそよそしくく，

しかもはやない。 'surrnised'という言葉がさ

に向っていると思ったであったこ

ミ方である。ここに至っ

ったのではなく，その予感は解釈の中でも見て来たように既にあったことを

とのドライブもその目的を果たすことができず¥荒れ果てた墓のまえ

は見ることができる。話者はもう

にたどり着くことはできな

るのである。 'first'も暗示的かったこと

しJメを中

なけろう。それでもしかし遂いにらない。直さな

'Wぶ第 5
予

」る。しみをればならなし

される。によってもり冒頭の Tにもどるこ

市
山

イブにくれた恋人の「死」とド

ことも退くこともできず立ちつく

も遊びもそこそこに迎えこの詩

しみと
ぺy 、-ゐ
/C~- 刀、り

とデート られると思ったの山山品川

またその墓の前に止って幾世紀

それから一体となることによっfこ

なものではないこと，なかったのである。

W 

L_ もはやないことをi主Jてるものである。ということはフ話者の切望し

らない。と同時に 'Centuries'という

もがi母

る。は明らかに神

ったのが同時代人のご，--チ工のあの有名

ょうとしたのではな

向うにいるデイキンスン
ヲp

」

のはニ…チェのように神という言葉である。な

った人間の一人である。失った神を取りもどそうとするき

ビューリタニズムの神，えよう。確聞とし

自らの宇中あるいは

しと

り

うとしミう

るしてくれる神の王国はもはやなくヲ

自分'の存

る。“They shut m巴 up in Prose --" (613) に見られる大人に対する

世の現実を否定したディキンスン を閉ざ、されて，

していたキリスト

中市

る。一つの大き

となり，

を背負わされたの

な
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在すべき場所をどこに求めたのであろうか。この場所こそが神に代るデイキンスンの心の拠り所となる

はずの場所である。それはあの悲しみの場所である。新しい神の栄光の輝く所ではない。本詩の極めて

悲劇的に描かれたあの墓の前が一つの空間として彼女の世界を形成するのである。既に検討したように

この場所は死後の世界ではあるが，神の国ではなく，生と永遠の中間に位置するディキンスン独自の空

間である。ここが世の否定と神の不在の果に残された唯一の場所である。この場所が話者の死後の意識

のありかを示すものであり，その意識の存在がこの詩の中核を成すものだということは既に述べた通り

である。話者の意識そのものは詩人の想像力の所産であるので，本詩に特徴的なものと判断することも

できょう。しかし他の多くの詩でこれが語られていることを考えると，単なる一過性のものではなく，

詩人の心の奥深にしっかりと根を下した一つの世界を形成するものだということがわかる。従って詩人

にとってこの意識は現実の世界以上に実在感のあるものとなり，生と永遠の中間にその空間を創り，神

に代る心の拠り所となるのである。この意識空間は例えば“Ourjourney had advanced一"(615) に

も明確に語られているし，本詩で引用した“A Clock stopped -" (287)の最後の 3行

Decades of Arrogance between 

The Dial life一

And Hirnー

(St. V， 11. 3-5) 

にも生と永遠の中間の存在が明示されている。'TheDial life'は生の世界を表し‘Hirn'は神を表す。そ

の中間(‘between') に「数十年の倣慢J(‘Decades of Arrogance') がある。「数十年」という語は

「幾世紀Jと同様死後の世界を時間化することによって意識空間の実在を示す働きをしている。「倣

慢」はこの空間が神からも人からも独立した世界であることを示す。この世界が生から解放され，もは

や現世の人々のように苦しむことも悩むこともなく，また神の裁きを受けることもない「倣慢」とも言

うべき充実した世界だからである。従ってこの詩は‘Hirn'に示された神の王国への願望を表すというよ

りも，むしろこの空間の積極的な意義づけを強調し，話者のこの世界へのあこがれを表していると考え

られるべきものである。この意識空間がデイキンスンの迷い，ためらい，悩んだ果に捜し求めた心の拠

り所であり，彼女の identityを示す独自の世界を形成するのである。 19世紀中・後期にニューイング

ランドの片田舎アマストで生涯を過ごしたディキンスンと現代の我々とを同一に論ずることはもちろん

できないが，神を失い現世の中でしか永遠を求めることのできない彼女の中に，個としての新しい価値

を自ら捜し求めなければならない悲劇的運命を荷なわされた現代人の姿を見ることができょう。そして

かつては皆が心の拠り所とすることのできた価値体系の崩壊の兆を敏感に察知し， r神の死」というま

さに現代的な状況を予感したという点では彼女は現代人であろう。
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